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論
理
力
と
思
考
力

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

野
矢
茂
樹

納
得
の
構
造

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

渡
辺
雅
子

情
報
の「
メ
タ
」化

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

外
山
滋
比
古

学
び
を
広
げ
る　
中
身
当
て
ク
イ
ズ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
佐
藤
雅
彦

﹇
コ
ラ
ム
﹈ 「
流
れ
」と「
構
え
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
石
黒
圭

一 

論
理
国
語
へ
の
い
ざ
な
い 

読
む
こ
と

ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
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清
岡
卓
行

空
白
の
意
味
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原
研
哉

学
び
を
広
げ
る　
美
術
作
品
を
紹
介
し
よ
う

﹇
コ
ラ
ム
﹈「
あ
な
た
だ
け
の
か
え
る
」の
見
つ
け
方
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末
永
幸
歩

六 

芸
術
に
つ
い
て
考
え
る書

く
こ
と

ぬ
く
み
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鷲
田
清
一

ネ
ッ
ト
上
の
発
言
の
劣
化
に
つ
い
て
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内
田
樹

マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵
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岩
井
克
人

学
び
を
広
げ
る　
情
報
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

﹇
コ
ラ
ム
﹈ 

遅
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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宇
野
常
寛

二  

「
情
報
社
会
」を
生
き
る
Ⅰ

読
む
こ
と

「
な
ぜ
」に
答
え
ら
れ
な
い
科
学
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池
内
了

Ａ
Ｉ
時
代
の「
人
間
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
堀
内
進
之
介

学
び
を
広
げ
る　
科
学
技
術
と
人
間
に
つ
い
て
考
え
る

﹇
コ
ラ
ム
﹈人
間
を「
機
械
」に
す
る
罠
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

伊
藤
亜
紗

七　
科
学
技
術
と
人
間

読
む
こ
と

世
代
間
倫
理
と
し
て
の
環
境
倫
理
学
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

加
藤
尚
武

人
類
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

鷲
谷
い
づ
み

学
び
を
広
げ
る　
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

﹇
資
料
﹈「
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」に
つ
い
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
萩
原
愛
一

﹇
コ
ラ
ム
﹈「
人
新
世
」の
環
境
危
機
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
斉
藤
幸
平

三 

環
境
問
題
を
考
え
る

読
む
こ
と

「
市
民
」の
イ
メ
ー
ジ
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日
野
啓
三

「
で
あ
る
」こ
と
と「
す
る
」こ
と

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

丸
山
真
男

学
び
を
広
げ
る　
「
市
民
社,

会
」に
つ
い
て
考
え
る

﹇
資
料
﹈国
政
選
挙
に
お
け
る
年
代
別
投
票
率
に
つ
い
て
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
総
務
省

﹇
コ
ラ
ム
﹈懐
疑
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
橋
爪
大
三
郎

八　
「
市
民
社
会
」に
つ
い
て

 

考
え
る　
　
　
　
　
読
む
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と

記
号
を
使
う
動
物
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池
上
嘉
彦

言
葉
が
つ
く
る
女
と
男
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
村
桃
子

学
び
を
広
げ
る　
言
葉
の
力
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈ツ
イ
ッ
タ
ー
哲
学
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千
葉
雅
也

四 

言
葉
を
み
つ
め
る
Ⅰ

読
む
こ
と

病
と
科
学
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柳
澤
桂
子

動
的
平
衡
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福
岡
伸
一

ゲ
ノ
ム
編
集
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

山
中
伸
弥

学
び
を
広
げ
る　
生
命
に
つ
い
て
考
え
る

﹇
資
料
﹈ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
生
命
倫
理
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
野
家
啓
一

﹇
コ
ラ
ム
﹈倫
理
の
窓
か
ら
見
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
赤
塚
京
子

五 

生
命
に
つ
い
て
考
え
る書

く
こ
と

“18歳成人”となる高校
生として学ぶべき、シチ
ズンシップ教育にもつな
がる単元です。

科学技術の発達によって今ま
での想像を超えた状況での議
論が求められる「生命に対す
る倫理」について、考えを深
めます。 

単純な環境問題としてだ
けでなく、人間の営みと
の関係や社会的責任にも
触れつつ考えます。

論理展開がわか
りやすい評論を
配置し、論理国
語への導入を意
識付けます。

第
一
部

教
材
一
覧
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資
料
編

◉
現
代
社
会
を
読
み
解
く
た
め
に

１
近
代・現
代
社
会　

 

２
環
境
問
題

３
言
語　
４
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

５
生
命・身
体・科
学　
６
メ
デ
ィ
ア・情
報

７
芸
術・文
化　
８
心
理・認
知

◉
情
報
の
読
み
方・扱
い
方

◉
報
道
の
文
章

◉
調
査
か
ら
発
表
へ

◉
読
解
か
ら
表
現
へ

１
引
用　
２
比
較　
３
要
約　
４
調
査　

５
論
理 

ａ 

根
拠
と
主
張　
６
論
理 

ｂ 

接
続　
７
推
敲

◉
論
文・レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方

近代から現代の時間軸を
意識した評論群を学ぶこ
とで、物事を客観的に俯
瞰し、批評する力を養い
ます。

生徒たちがこれから向
かっていく「社会」につい
て、「経済」という視点か
ら考える単元です。

第
二
部

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
村
雄
二
郎

擬
似
群
衆
の
時
代
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港
千
尋

流
言
と
メ
デ
ィ
ア
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佐
藤
卓
己

学
び
を
広
げ
る　
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
考
え
る

﹇
コ
ラ
ム
﹈ネ
ガ
テ
ィ
ブ・ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

　
　
　
答
え
の
な
い
事
態
に
耐
え
る
力
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
帚
木
蓬
生

一 

「
情
報
社
会
」を
生
き
る
Ⅱ

読
む
こ
と

恐
怖
と
は
何
か
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岸
田
秀

生
命
と
の
関
わ
り　
精
神
科
医
と
し
て

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

木
村
敏

あ
る〈
共
生
〉の
経
験
か
ら

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

石
原
吉
郎

学
び
を
広
げ
る　
「
人
の
心
」に
つ
い
て
考
え
る

﹇
コ
ラ
ム
﹈対
談 

褒
め
る
と
い
う
こ
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

森
俊
夫・黒
沢
幸
子

六 

心
と
向
き
合
う

読
む
こ
と

夢
は
何
語
で
見
る
？

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

多
和
田
葉
子

「
対
話
」の
言
葉
を
つ
く
る

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

平
田
オ
リ
ザ

学
び
を
広
げ
る　
外
来
語
に
つ
い
て
考
え
る

﹇
資
料
﹈カ
タ
カ
ナ
語
は
享
受
す
べ
き
か
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
川
口
良・角
田
史
幸

﹇
コ
ラ
ム
﹈「
母
国
」と
い
う
幻
想
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
温
又
柔

二 

言
葉
を
見
つ
め
る
Ⅱ

書
く
こ
と

コ
ン
コ
ル
ド
の
誤
り

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　
長
谷
川
眞
理
子

リ
ス
ク
社
会
論
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大
澤
真
幸

学
び
を
広
げ
る　
「
リ
ス
ク
社
会
」に
つ
い
て
考
察
す
る

﹇
資
料
﹈「
真
水
」は
わ
ず
か
二・五
％
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
夫
馬
賢
治

﹇
コ
ラ
ム
﹈レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
何
か
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
枝
廣
淳
子

七 

「
リ
ス
ク
社
会
」を
生
き
る

書
く
こ
と

母
親
の
た
め
の
酸
素
マ
ス
ク

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

宮
地
尚
子

講
演　
持
続
可
能
な
福
祉
社
会
へ
の
道

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

広
井
良
典

学
び
を
広
げ
る　
「
福
祉
社
会
」を
考
え
る

﹇
コ
ラ
ム
﹈社
会
的
包
摂
と
震
災
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
阿
部
彩

三 

共
生
社
会
を
創
造
す
る書

く
こ
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
時
代

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

隈
研
吾

現
代
日
本
の
開
化

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

夏
目
漱
石

漫
罵

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

北
村
透
谷

学
問
の
す
す
め

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

福
沢
諭
吉

学
び
を
広
げ
る　
近
代・現
代
社
会
を
批
評
す
る

﹇
コ
ラ
ム
﹈神
に
な
っ
た
動
物
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
ユ
ヴ
ァ
ル・ノ
ア・ハ
ラ
リ

八 

近
代・現
代
社
会
を
考
え
る

書
く
こ
と

「
私
」消
え
、止
ま
ら
ぬ
連
鎖

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

髙
村
薫

落
語
の
中
の
経
済
学

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

大
竹
文
雄

「
欲
望
」と
資
本
主
義

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

佐
伯
啓
思

学
び
を
広
げ
る　
経
済
と
の
関
わ
り
か
ら
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
論
じ
る

﹇
コ
ラ
ム
﹈「
人
新
世
」に
生
き
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　  元
村
有
希
子

四 

経
済
に
つ
い
て
考
え
る書

く
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

阿
部
潔

南
の
貧
困
／
北
の
貧
困

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
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